
森林整備事業・治山事業（公共）
【４３，８９０百万円】

対策のポイント
林業の成長産業化に資する間伐、路網整備等を推進するとともに、森林の荒廃を

防ぎ、国土保全等の公益的機能を発揮するため、荒廃山地の復旧整備等の国土強靱

化対策を実施します。

＜背景／課題＞

・我が国の森林資源を活かし、林業を成長産業として確立するため、安定的な木材の供

給体制を構築する必要があります。

・集中豪雨等により各地で山地災害が発生しており、荒廃山地の復旧整備を早急に進め

るとともに、森林の公益的機能を発揮させるために必要な措置を講じることにより、

山地防災力を強化する必要があります。

・こうした取組は、二酸化炭素の森林吸収量の算入上限値3.5％（平成25年から平成32

年の平均・1990年を基準）を確保し、我が国の新たな温室効果ガス削減目標3.8％（う

ち約４分の３の2.8％分は森林吸収量・2005年を基準）を達成するためにも必要です。

政策目標
○森林吸収量の確保に向けた間伐の実施（平成25年度から平成32年度までの

８年間の年平均：52万ヘクタール）

○周辺森林の山地災害防止機能等が確保された集落の増加

＜主な内容＞

１．森林整備事業 ２７，３９３百万円
（１）国産材の安定供給体制の構築や森林吸収量の確保のための間伐、路網整備等を推

進します。特に、森林整備加速化・林業再生事業と連携して実施する事業を優先採

択します。

森林環境保全直接支援事業 １２，０００百万円

林業専用道整備対策 ５，０８７百万円

国費率：１０／１０、１／２、３／１０等

事業実施主体：国、都道府県、市町村、森林所有者、（独）森林総合研究所等

（２）治山事業と一体的に行う間伐等の災害に強い森林づくりに資する森林整備を推進

します。

環境林整備事業 １，０００百万円

水源林造成事業 ３，２９８百万円

国費率：１０／１０、３／１０等

事業実施主体：国、都道府県、市町村、（独）森林総合研究所等
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２．治山事業 １６，４９７百万円

（１）集中豪雨や台風等により発生した山地災害箇所等であって、今後の降雨等によ
り人命・財産に被害が及ぶおそれのある森林について、早急に復旧整備を実施しま

す。

また、集中豪雨等により発生した大規模な崩壊箇所等の復旧整備を加速化します。

復旧治山事業 ９，４９１百万円

地すべり事業 １，４３４百万円

治山事業(民有林直轄) ２，０００百万円

国費率：１０／１０、２／３、１／２等

事業実施主体：国、都道府県

（２）火山地域や集落周辺に存する水土保全機能の低下した森林等において、今後の
集中豪雨等による土砂の崩壊・流出や流木の発生を未然に防止する観点から、保安

林の整備を実施します。

また、風浪や病害虫被害等により機能が低下した海岸防災林の再生や津波に対し

粘り強い海岸防災林の整備を実施します。

水源地域等保安林整備事業 ２，０５０百万円

防災林造成事業 ７００百万円

国費率：１０／１０、１／２等

事業実施主体：国、都道府県

（３）既往の治山事業施行地の点検や計画策定を含む治山施設の長寿命化対策を推進
します。

治山事業 １６，４９７百万円の内数

国費率：１０／１０、２／３、１／２等

事業実施主体：国、都道府県

お問い合わせ先：

１の事業 林野庁整備課 （０３－６７４４－２３０３）

２の事業 林野庁治山課 （０３－６７４４－２３０８）




